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研究成果の概要（和文）：本研究は，授業設計タスクを展開構想と展開吟味の2つのサブタスクに分解し，授業設計案
の外化を通じて，それぞれのタスクの質向上を支援することが目的であった． 
具体的には，１）21世紀型スキルを意識した授業モデルであるジグソー学習法の分析と教授知識の抽出，２）ジグソー
学習法を組み込んだ授業を評価する枠組みの構築，３）２）の枠組みに基づいた授業評価と授業設計支援の実践，を行
ってきた．これらの取り組みによって一定の成果を得ることができたが，まだ授業評価と授業設計支援の枠組みには改
善の余地もあり，今後は実践の場を増やしながらこれらの改善を行っていく予定である．

研究成果の概要（英文）：This study broke a task of designing instruction into planning instruction and 
inquiring instruction, and aimed to improve each tasks by visualizing teachers' intentions. Concretely, 
we performed that were 1) to extract teaching knowledge of the jigsaw learning method which is an 
instructional model for assessment and teaching of 21st century skills, 2) to build a framework to 
evaluate instructions which include jigsaw learning method, and 3) to practice evaluations and supports 
in designing instruction based on the frame work. In future work, we intend to improve the framework 
through by increasing the experiences of practices based on our approach.
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  １版



１．研究開始当初の背景 
 現代社会のニーズに合わせて教育の質を
向上させることは，国際的に重要な課題の１
つとして位置付けられている．日本でも，中
央教育審議会の答申（2012）では，グローバ
ル化や ICT 技術の発達と関連した学力観の
変化とそこで求められる教師の資質の変化
が指摘され，国際的にもこれからの世界を生
き抜くための世界標準の能力として 21 世紀
型スキル（ATC21s, 2010）や，その発達のた
めの教育の評価基準として LEAP21（ITL 
Research, 2012）が提案されている． 
本研究では，このような背景に対して，教
師の教師力向上を目的とした教師教育に着
目する．「教師力」という言葉には，生活指
導や学級経営，教科指導などの観点から教師
に求められる様々な能力が含まれるが，本課
題ではこれらの中で特に，ある教育目標を達
成するための適切な授業展開を設計する能
力（以下，「授業設計力」とする）に焦点を
当てる．従来の教師教育の取り組みは，授業
研究のように教師グループでの議論や，熟練
教師による研修という形式が中心で，経験を
積んだ教師が既存の学力観において主観
的・暗黙的に構築した経験知による人的パワ
ーに依存してきた．このことが教師教育にお
ける大きな課題の一つだったと考えられる．
これは授業設計力も同様で，授業構想におけ
る判断や授業構成の適切さの評価基準，それ
らの根底となる学力観との関係も暗黙的な
ために，学力観が変化すればそれまでに得た
知識を活かせられなくなる可能性がある．実
際に，新しい学力観（生きる力）として新た
に導入された総合的な学習の時間は，学校現
場に大きな混乱をもたらした．これは，「生
きる力」で求められる教育目標が暗黙的だっ
たこともあり，それを達成するためにどのよ
うな授業を展開すべきかの判断に，それまで
の経験知を活かすことができなかったから
だと考えられる． 
本研究では，授業設計タスクを授業の展開
の様々なアイデアを構想し（展開構想），そ
の適切さを吟味する（展開吟味）という 2つ
のサブタスクから構成されると定義し，これ
らのサブタスクで求められる判断基準や必
要な知識の明示化を通して，教師の授業設計
力の向上支援を実現する． 
 
２．研究の目的 
教師力の向上は，教師自身による経験の積
み重ねや，教師同士での学びあいのように，
人的パワーに強く依存してきた．このことは，
教師力を客観的に評価する方法が存在せず，
根底となる学力観が変化すればそれまでに
得た主観的で暗黙的な経験知を活かせると
は限らないことを意味する．本研究は，教師
力を客観的に評価するための枠組みに基づ
いたコンピュータ支援と人的パワーを適材

適所で活用・融合し，学力観の変化にも柔軟
に対応できる教師力向上支援の枠組みの構
築とその実践を目指す．教師力には様々な能
力が含まれるが，本研究では，設定された教
育目標を達成するための適切な授業展開を
設計する能力（以下，「授業設計力」とする）
に焦点を当てる．本研究では，授業設計タス
クを展開構想と展開吟味の2つのサブタスク
に分解し，授業設計案の外化を通じて，それ
ぞれのタスクの質向上を支援すると共に，こ
の2つのタスクをスパイラルに効果的に実行
できる能力として授業設計力を向上させる
枠組みの構築を実践と連携させながら行っ
ていく． 
 
３．研究の方法 
本研究は，学力観の変化にも柔軟に対応で
きる授業設計力向上支援の枠組みを構築し，
実践と絡めて発展させていくことを目的と
する．本研究全体を通して，研究の工学・技
術的観点と内容・実践的観点のそれぞれにつ
いて，日本を代表する研究者（永野，溝口）
の協力を受け，必要に応じて研究計画を軌道
修正しながら，実行力のある3人の研究者（笠
井，林，益川）が主体的に研究・実践してい
く．具体的な目的達成の手順は，1）
FIMA-Light と SMARTIES の実践活用の継続と
実践からの教授知識の抽出・記述，2）様々
な学力観に対する授業評価基準の作成とオ
ントロジーに基づく記述，3）学力観に応じ
た授業展開評価システムの開発，4）教師の
授業設計力向上を支援するための，
FIMA-Light と SMARTIES の拡張・連携と実践
活用を通した評価と発展，である． 
 
４．研究成果 
図 1に，授業設計タスクの構造と，我々の
申請前までの研究と本研究の位置づけを示
す．授業の質向上を目的とする場合，授業の
実施とその評価が着目されることが多い．し
かし，評価で次の授業の改善に活かせる有効
な知見を得るには，授業設計段階で授業の展
開が適切な判断基準で吟味されていること，
その設計意図を教師自身や評価者が明確に
認識できていることが必要である． 
我々は，このような考えの下で授業設計に
注目し，展開構想の多様性を生み出す支援に
関する取り組みを行ってきた．その核となる
のが OMNIBUS オントロジー（溝口ら，
2007）である．これは学習・教授プロセスを
目標とその達成手段の 2つの観点からモデル
化するための概念体系であり，これを共通基
盤として理論や経験によって裏付けられた
様々な学習・教授方法（以下，学習・教授知
識）をモジュール化し，整理することによっ
て共有・再利用を可能にすることを目指した．
そして，これに基づき授業の展開構想時の多
様性を生む支援を授業デザイン分析システ



ム FIMA-Light（Kasai et al.，2010）や学習・
教授知識アウェアなオーサリングシステム
SMARTIES（林ら，2009）として実現し，
現場の教師と共に実証のための試用を行っ
てきた（Kasai et al. 2011, Hayashi et al. 
2011）． 
本研究で新たに取り組む課題の中心とな
るのは，授業設計のもう一つのサブタスクで
ある展開吟味の支援に関するものであり，展
開構想支援の実践的な試みを通じて着想を
得たものである．授業設計段階で吟味すべき
は，設定した教育目標を達成することができ
るかだけではなく，どのような方法で達成す
るかも重要な観点である．前者は理論的・経
験的に得られた普遍的な知識に基づいて吟
味することができる．しかし，後者について
はこのような知識では吟味できず，「学力観」
に基づいた吟味が求められる．例えば，詰め
込み教育とゆとり教育でのそれぞれの学力
観では，同じ教育目標に対しても適切な達成
方法は異なる．本研究では，現職教員との共
同研究を通じて，教師たちは教育目標の達成
方法の妥当性について，社会的背景などに基
づいた「学力観」を暗黙的に持って判断して
いることを明らかにしてきた．よって，学力
観を授業設計の要求仕様として明示化でき
るようにすることで，時代に即した授業案を
設計できるようになると考えられる．そこで
本研究では，多彩な学習・教授知識を「学力
観」の上で展開することを支援し，その能力
の育成につながる枠組みを構築した． 
具体的には，１）21世紀型スキルを意識
した授業モデルであるジグソー学習法の分
析と教授知識の抽出，２）ジグソー学習法
を組み込んだ授業を評価する枠組みの構築，
３）２）の枠組みに基づいた授業評価と授
業設計支援の実践，を行ってきた．これら
の取り組みによって一定の成果を得ること
ができたが，まだ授業評価と授業設計支援
の枠組みには改善の余地もあり，今後は実
践の場を増やしながらこれらの改善を行っ
ていく予定である． 
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図 1 授業設計タスクと申請課題の位置づけ 
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